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や
、，、.

る川辺の大竹ツ子さんが、 2月158めでたく満100歳

を迎えられました。

のお祝いにかけつけた小宅厚県中行政事務所長や小針村長などからお

祝いの記念品が手渡され、祝辞をいただいて、赤いちゃんちゃんこ姿のツ子

さんは大変満足気のご様子。

耳がいくらか遠くなっただけで、自の方は縫い針に糸を通すほどしっかり

していて、記11意力もまだまだ衰えをみせないツ子さん。その表情には1世紀
を生き抜いてこられた威厳さと風格が漂い、村で2人目の100歳誕生となら
れたツ子さんのますますのご健康と長生きを心からお祈りいたします。
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も
う
す
ぐ
春
で
す
。
新
入
学
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
ご
家

庭
で
は
、
入
学
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
の
新
入
学
児
童
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
で
、
昨

年
よ
り
二
十
五
名
多
い
百
四
十
二
名
。

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が

誕
生
す
る
の
も
も
う
間
近
で
す
。
交
通
事
故
や
風
邪
に
気
を
つ

け
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
入
学
式
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

名
前
が
も
れ
て
い
た
り
、
間
違
い
の
あ
る
場
合
は
、
役
場
教

育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

もうすぐ1年生の園児たち

/'""'. 

〉
は
保
護
者
名
で
す
。

辺

小

学

校
同

名

〔
川
辺
〕
須
藤
永
範
ハ
保
一
〉
大
竹

勝
巳
(
勝
一
〉
熊
田
美
也
子
(
一
郎
〉

曲
山
貴
彦
(
弘
仲
〉
鈴
木
智
紀
ハ
由
正
)

熊
田
久
子
(
泰
治
〉
矢
部
淳
(
吉
広
〉

須
藤
美
枝
(
利
弘
〉
熊
田
美
佳
(
伸
郎
〉

味
原
理
恵
〈
稔
)
矢
部
雄
次
(
丈
一
〉

白
旗
美
沙
子
(
保
雄
〉
山
崎
茂
(
茂
雄
〉

須
釜
絵
梨
呑
(
半
治
〉
野
崎
洋
〈
久
夫
〉

須
藤
重
利
(
竹
一
〉
小
針
哲
郎
(
一
郎
〉

矢
部
真
希
子
〈
茂
光
〉

玉
川
第
一
小
学
校

刀
名

〔
蒜
生
)
真
弓
和
子
(
好
司
〉
矢
吹

晋
寿
盆
岡
市
)
曲
山
ひ
と
み
〈
正
一
)

佐
藤
弘
樹
〈
文
雄
)
曲
山
さ
と
み
(
良
雄
〉

〔
小
高
〕
高
原
雄
紀
(
昭
一

ν

溝
井

敦
ハ
徳
永
〉
高
原
美
智
恵
(
義
己
〉

大
竹
加
津
謄
(
克
己
)
大
竹
由
記
態

ハ
克
己
〉
関
根
秀
文
〈
文
夫
〉
溝
井
恵

美
子
(
倉
夫
〉
溝
井
清
志
〈
源
二
〉

溝
井
裕
美
〈
幸
一
一
)
須
藤
幸
子
〈
重
次

郎
〉
溝
井
多
恵
子
(
正
治
)
神
山
和
寛

〈
主
税
〉
宗
形
智
ハ
伸
二
男
関
根
い

づ
み
ハ
幸
子
〉
栗
崎
敬
(
孝
雄
〉

須
藤
美
穂
〈
重
正
)
大
竹
学
ハ
洋
)

車
田
智
和
ハ
長
市
郎
〉
石
井
智
子
(
直

士
。
首
藤
賢
司
(
治
司
〉
白
沢
真
理
子

ハ
松
雄
〉
仁
部
裕
之
ハ
俊
昭
〉
溝
井
千

春
(
光
男
〉
熊
田
和
人
(
登
)

(
中
〕
小
針
武
彦
ハ
幸
吉
)
首
藤

雅
仁
(
源
次
)
近
藤
和
幸
〈
宰
夫
〉
永

林
吉
昭
ハ
昭
〉
高
林
和
広
〈
重
和
)

小
針
瑞
穂
ハ
竹
千
代
〉
小
林
悠
(
克

己
〉
小
針
美
妃
子
(
康
徳
〉
鈴
木
真
智

子
ハ
正
雄
〉
小
針
智
之
(
義
信
〉
高
林

浅
哲
(
浅
光
〉
石
津
由
美
子
(
節
男
)

〔
岩
法
寺
〕
吉
田
美
織
ハ
正
雄
)

大
竹
智
美
ハ
幸
久
〉
倉
鎌
憲
治
(
定
好
〉

須
釜
優
美
子
(
保
徳
〉
大
竹
幸
恵
(
守
〉

武
田
里
美
ハ
善
行
〉
吉
田
芳
ハ
和
彦
〉

阿
部
敬
一
(
康
春
〉
倉
鎌
孝
美
(
孝
幸
〉

芳
賀
英
佳
ハ
辰
雄
)
佐
久
間
充
〈
英
一
)

大
竹
弘
記
〈
正
光
〉
吉
田
和
弘
(
正
)

石
井
恵
美
ハ
清
勝
)
矢
吹
公
訓
(
常
一
〉

及
川
美
由
希
ハ
至
〉
佐
久
間
浩
幸
ハ
勇
〉

〔
止
尾
崎
〕
佐
藤
徳
雄
(
定
雄
)
三
本

松
由
美
〈
久
司
〉
小
林
恵
〈
安
治
〉

小
林
覚
広
(
覚
雄
〉
湯
沢
明
美
(
勝
〉

石
井
清
剛
〈
清
徳
〉
鈴
木
裕
子
〈
世
志

男
〉
小
林
幸
恵
(
留
七
〉
仁
井
田
智
恵

〈
一
意
)
石
井
清
幸
(
清
蔵
〉
仁
井
田

幸
恵
(
幸
夫
〉
小
林
公
恵
ハ
美
吉
〉

小
林
弘
幸
(
謙
一
)
上
野
弘
貴
(
和
雄
)

須

釜

小

学

校
約

名

〔
南
須
釜
〕
小
山
田
清
美
(
金
義
〉

草
野
正
三
(
一
智
〉
阿
部
一
峰
子
〈
義
徳
〉

金
子
久
美
子
ハ
好
美
〉
大
野
郁
枝
ハ
好

清
)
犬
野
博
士
ゆ
〈
清
勝
)
近
内
博
昭

〈
清
一
〉
小
山
田
浩
子
(
敬
雄
〉
円
谷

伸
一
〈
義
明
〉
草
野
美
恵
子
〈
正
博
〉

大
越
里
佳
(
利
男
)
小
原
希
枝
子
(
良

友
〉
関
根
真
理
子
(
勇
一
〉
大
野
学

(
佐
源
治
〉
阿
部
恵
美
子
(
栄
次
〉

大
野
香
里
(
賢
一
)
小
原
拓
也
(
良
雄
)

飯
島
重
紀
〈
常
雄
)
大
野
和
人
〈
重
和
〉

有
賀
富
士
子
〈
隆
幸
〉
小
山
田
和
也

〈
健
男
〉
塩
沢
和
幸
(
和
正
〉
宗
形
恵

子
(
辰
一
〉
馬
上
太
(
拓
)

〔
北
須
釜
〕
関
根
良
朝
〈
良
吉
〉
鈴
木

喜
夫
会
一
春
〉
瀬
谷
ゅ
う
子
〈
雅
之
〉

草
野
ゆ
か
り

m
繁
徳
)
関
根
勝
夫
〈
恵

一
一
〉
矢
吹
厚
子
〈
重
美
〉
草
野
孝
幸

(
清
憲
〉
榊
枝
妙
子
(
一
夫
〉
鈴
木
八

重
子
〈
安
夫
〉
瀬
谷
隆
伸
(
輝
勝
〉

小
針
安
雄
会
同
雄
〉
鈴
木
聡
美
〈
良
市
〉

〔
吉
〕
森
和
己
(
和
元
〉
境
問

広
中
(
孝
夫
〉
矢
吹
亜
由
美
(
昭
夫
〉

有
賀
京
子
〈
嘉
栄
〉
有
賀
貴
代
(
三
郎
〉

有
賀
正
幸
(
正
記
〉
森
久
美
ハ
安
隆
〉

〔
山
小
屋
〕
石
森
ゆ
か
り
(
正
治
)

石
森
一
敏
〈
直
一
〉
石
森
努
〈
チ
ヨ

ノ
)
我
妻
広
弥
〈
利
夫
〉
関
根
直
子

(
正
敬
〉
石
森
智
子
(
敏
春
〉

分

校3名

〔
南
須
釜
〕
小
原
徳
雄
ハ
幸
雄
)

〔
四
辻
新
田
〕
飯
田
昭
広
ハ
秋
則
)

関
根
浩
子
ハ
弘
志
〉

四

辻
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で
の
η

し
つ
け

入
学
〈

新
入
学
ハ
園
〉
ま
で
、
あ
と
わ
ず

か
で
す
。
新
入
学
(
国
〉
児
を
お
持

ち
の
ご
家
庭
で
は
、
期
待
に
胸
を
ふ

く
ら
ま
せ
な
が
ら
、
何
か
と
準
備
に

忙
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

入
学
準
備
の
中
で
、
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
が
お
子
さ
ん
に
対
す
る
交
通
安

全
教
育
で
す
。

お
子
さ
ん
へ
の
交
通
安
全
教
育

を
、
家
庭
で
の

H

し
つ
け
n

の
一
つ

と
し
て
実
行
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
や
教
え
て

も
ら
い
た
い
こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。

川川E

つ

の
受
通

具
体
的
な
教
え
方
を

①
実
際
の
通
学
(
圏
)
時
間
に
合
せ
て
、

お
母
さ
ん
が
子
供
と
と
も
に
通
学
(
園
)

路
を
何
回
か
歩
い
て
、
横
断
歩
道
の
正

し
い
渡
り
方
な
ど
を
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

ま
'た
、
同
じ
道
で
あ
っ
て
も
、
時
闘

や
曜
日
に
よ
っ
て
交
通
状
況
が
変
わ
る

こ
と
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

②
子
供
に
は
「
あ
あ
し
て
は
い
け
な
い
」

「
こ
う
し
て
は
い
け
な
い
」
と
言
っ
て

も
効
き
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
な
行

動
を
具
体
的
に
、
ほ
め
な
が
ら
教
え
る

と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

生
活
に
ゆ
と
り
を

①
寝
る
前
に
翌
日
の
持
ち
物
を
準
備
さ

せ
る
と
同
時
に
、
忘
れ
物
が
な
い
か
ど

，'， 
月

う
か
点
検
さ
せ
、
余
裕
を
も
っ
て
登
校

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

帰
宅
後
の
遊
び
に
も
注
意
を

①
帰
宅
後
、
遊
び
に
行
っ
て
よ
い
範
囲

や
帰
宅
時
間
な
ど
を
決
め
、
し
っ
か
り

守
ら
せ
る
こ
と
も
交
通
事
故
を
防
止
す

る
上
で
は
大
切
で
す
。

②
子
供
に
自
転
車
を
利
用
さ
せ
る
場
合

に
は
、
子
供
の
年
齢
や
体
力
に
適
し
た

も
の
を
選
び
、
と
き
ど
き
お
子
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
点
検
や
整
備
を
し
ま
し
ょ

λ

ノ。

受
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

お
包
帯
さ
ら
乃
瞳
尊
陵
室
調
崖

・4司
J
E
、

ー

d

，、4
d』
骨

司

Z
4
Z司
町
町
田
・
圃

E
F
E
a
E
E

二
月
四
日
、
川
辺
小
学
校
で
交
通
安
の
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
か
わ
い

全
母
親
指
導
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
い
子
供
た
ち
が
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

こ
れ
は
、
新
入
学
児
童
の
母
親
を
対
に
、
①
通
学
路
を
親
子
一
緒
に
歩
い
て

象
に
、
自
分
た
ち
の
子
供
を
交
通
事
故
み
て
危
険
な
場
所
を
教
え
て
あ
げ
る
こ

か
ら
守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
と
③
安
全
な
場
所
で
、
止
ま
っ
て
、
確

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
た
も
の
認
し
て
渡
る
よ
う
に
教
え
て
あ
げ
る
こ

で
、
十
八
人
全
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
と
③
子
供
の
自
の
位
置
で
物
を
見
て
ほ

講
師
の
泉
郷
駐
在
所
・
山
内
巡
査
部
し
い
こ
と
、
な
ど
に
努
力
し
て
ほ
し
い

長
か
ら
、
子
供
の
事
故
の
特
徴
に
つ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

て
実
例
を
混
じ
え
な
が
ら
詳
し
く
説
明
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
子
供
の
事
故
の

さ

れ

ま

し

た

。

多

さ

に

驚

き

、

時

折

う

な

ず

き

な

が

ら

子
供
の
事
故
の
特
徴
は
、

家
に
帰
っ

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

て
か
ら
、
し
か
も
飛
び
出
し
に
よ
る
も

3月17日
献血に

ご協力ください ぼ
く
も
わ
た
し
も

受
通
ル

l
ル
を
守
り
ま
す

新
入
学
期
を
迎
え
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
事
故
が
起
き
た
場

交
通
事
故
防
止
を
図
合
、
命
を
守
る
の
に
大
き
な
効
果
が
あ

る
こ
と
を
自
的
と
り
ま
す
、
自
分
の
命
は
自
分
自
身
で
守

し
、
今
年
も
春
の
全
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
交
通
安
全
運
動
が

2

子
供
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

四
月
六
日
(
日
〉
か
援
く
な
る
と
、
行
動
範
囲
が
広
く
な

ら
四
月
十
五
日
(
火
)
り
、
事
故
に
遭
う
可
能
性
が
多
く
な
り

ま
で
の
十
日
間
に
わ
ま
す
。
家
庭
ぐ
る
み
で
正
し
い
交
通
ル

た
り
展
開
さ
れ
ま

l
ル
の
指
導
が
必
要
で
す
。

す。

3

無
謀
運
転
の
追
放

こ
の
運
動
の
重
点
若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
等
に
よ
る
交
通
事

事
項
と
し
て
故
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
、

ー

シ
i
ト
ベ
ル
職
場
ぐ
る
み
で
、
無
謀
運
転
を
す
る
者

ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
を
な
く
す
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

卜

の

正

し

い

着

街

頭

活

動

と

し

て

用
の
推
進

1
.

二
戸
一
名
一
朝
運
動

最
近
の
調
査
に
よ

2
.
テ
ン
ト
村
作
戦
通
学
路

り
ま
す
と
、
シ

l
ト

3
.
の
点
検
実
施

ベ
ル
ト
の
着
用
率
が
な
ど
が
期
間
中
に
実
施
さ
れ
ま

減

少

傾

向

に

あ

る

と

す

。

さ
れ
て
い
ま
す
。

昭和60年度玉川村の献血実績は、 1月現在

で目標本数354本に対し、 187本の献血があ

り、目標達成率は52.8%で、す。県内90市町村

のうち88番目で、 Hワースト 3"となっていま

すo

2月24日の献血には84人の善意が寄せら

れ、目標達成まで、あと83本です。

3月17日に献血車が来村しますので、ぜひ

あなたの温かい真心をお寄せください。

場所と時間は次のとおりです。

・双羽電機前 10: 00 "" 11 : 00 

・竜崎公民館前 11: 1 0 ......， 11 : 50 

・日本精密加工前 12 : 30--13 : 30 

・加藤化工前 13: 50""'" 14 : 20 

・役場前 14: 30 '" 16 : 00 
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昭
和
六
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
児
童

手
当
制
度
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

新
制
度
は
、
十
八
歳
未
満
の
克
室
を

二
人
以
上
養
育
し
て
い
る
人
(
そ
め
う

ち
一
人
以
上
が
義
務
教
育
就
学
前
の
児

童
〉
に
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

か
ら

実
施
は
昭
和
六
十
一
年
六
月
か
ら
で

す
が
、
段
階
的
に
支
給
対
象
が
変
わ

り
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
制
度
が

完
成
さ
れ
ま
す
。

受
給
資
格
者

昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
以
後
に
生

ま
れ
た
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満
の
児

童
を
二
人
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
、

叉
は
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
含
む

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養
育

し
て
い
る
こ
と
。

な
お
、
児
童
に
つ
い
て
は
、
自
分
の

子
ど
も
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
子
を
養
育
し
て
い
れ
ば
受
給
要
件

を
満
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

前
年
の
収
入
が
一
定
の
額
以
上
の
方

離
農
給
付
金
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

離
農
給
付
金
制
度
は
、
農
業
者
年
自
作
地
面
積
が
三

0
ア
ー
ル
以
上

金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
で
三

O
ア
で
、
五
年
以
上
農
業
を
行
っ
て
い
た
こ

l
ル
以
上
の
農
地
等
を
持
っ
て
経
営

O
歳
以
上
の
経
営
主
で
、
次
の
い
ず
れ

し
て
い
る
人
が
、
そ
の
農
地
等
を
売
か
に
該
当
す
る
人

っ
た
り
、
十
年
以
上
の
期
間
で
貸
し
女
六

O
歳
以
上
の
人

た
り
し
て
農
業
を
や
め
る
と
き
は
、
大
厚
生
年
金
等
被
用
者
年
金
に
加
入
し

「
離
農
給
付
金
」
と
し
て
六
十
二
万
て
い
る
入

円

が

支

給

さ

れ

ま

す

。

貴

農

業

者

年

金

に

加

入

じ

て

い

た

期

間

も

ら

え

る

人

が

三

年

以

上

あ

っ

た

人

、

又

は

脱

退

離
農
す
る
日
の
一
年
前
の
日
に
、
一
時
金
の
支
給
を
受
け
た
人
に
あ
っ

は
児
童
手
当
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

支

給

額

児
童
手
当
の
額
は
、
二
人
目
の
二
歳

未
満
(
昭
和
六
十
一
年
六
月
一
日
現

在
〉
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
月
額
二
五

0
0円
、
三
人
目
以
降
の
義
務
教
育
終

了
前
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
月
額
五

0
0
0円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

認
定
請
求
の
受
付

受
付
期
間
/
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日

か
ら
昭
和
六
十
一
年
五
月

三
十
一
日
ま
で

受
付
場
所
/
玉
川
村
役
場
叉
は
須
釜
支

所

今
回
、
第
二
子
〈
三
人
目
の
子
ど
も
)

で
新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
る
方
は
、

印
鑑
持
参
で
必
ず
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
現
在
、
受
給
中
の
方
〈
第

三
子
〉
は
新
た
に
請
求
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
の
問

い
合
せ
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係
(
愈

五
七
l
一
三

O
一
内
線
「
一
七
)
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

て
は
、
最
後
の
資
格
喪
失
が
任
意
脱

退
で
な
い
人

残
せ
る
農
地

農
業
を
や
め
る
と
き
に
は
十
ア
ー
ル

の
農
地
等
に
つ
い
て
は
残
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
非

課

税

支
給
を
受
け
た
離
農
給
付
金
六
十
二

万
円
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

該
当
し
な
い
人

①
農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年
金
を
も

ら
え
る
人

②
適
格
な
後
継
者
が
い
る
の
に
後
継
者

銃
の

全
に

二
月
十
五
日
で
狩
猟
期
間
が
終
り
ま

し
た
。
猟
銃
は
自
宅
等
に
保
管
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
盗
難
に
あ
っ
た
り

し
な
い
よ
う
に
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

銃
の
保
管

・
堅
固
な
保
管
庫
に
必
ず
カ
ギ
を
か
け

て
収
納
し
ま
し
ょ
う
。

・
保
管
庫
は
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
に

固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

毒
劇
物

に
注
意

昨
年
は
パ
ラ
コ
ー
ト
な
ど
毒
劇
物
の

事
件
事
故
が
多
発
し
、
大
き
な
社
会
不

安
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

パ
ラ
コ

l
ト
除
草
剤
な
ど
の
毒
劇
物

を
使
用
す
る
際
は
、
次
の
点
に
注
意

を
0・

保
管
に
つ
い
て
は
必
ず
専
用
の
保
管

庫
に
収
納
し
、
盗
難
や
紛
失
防
止
の

た
め
必
ず
カ
ギ
を
か
け
る
。

移
譲
を
し
な
か
っ
た
人

③
売
っ
た
り
、
貸
し
た
り
す
る
相
手
方

は
、
農
業
者
年
金
加
入
者
に
限
り
、
相

手
方
が
加
入
者
で
あ
っ
て
も
売
り
手

(
貸
し
手
〉
の
子
供
、
そ
の
他
直
系
卑

族
の
場
合

そ
の
他
こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

舟

C

い。農
地
の
有
効
的
利
用
を

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
て
農
業
に
手

が
ま
わ
ら
な
い
と
か
、
後
継
者
が
い
な

い
、
農
地
を
借
り
て
規
模
拡
大
を
し
た

-
保
管
庫
に
収
納
す
る
際
は
、
銃
を
分

解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

-
カ
ギ
は
自
分
で
保
管
を
。

残
火
薬
の
措
置

・
残
火
薬
類
(
弾
丸
な
ど
〉
は
、
火
薬

庖
に
保
管
を
委
託
す
る
な
ど
し
て
手

元
に
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

。
〉つそ
の

他

・
盗
難
、
紛
失
な
ど
の
事
故
が
発
生
し

た
と
き
は
、
甚
ち
に
警
察
に
届
け
ま

し
ょ
う
。
(
石
川
警
察
署
〉

-
他
の
薬
品
や
飲
食
物
、
食
器
類
な
ど

と
一
緒
に
収
納
し
た
り
、
子
ど
も
が

手
に
し
や
す
い
場
所
に
は
放
置
し
な

、。
-
U
 

・
空
ピ
ン
は
土
中
に
埋
め
る
な
ど
し
て

確
実
に
処
分
す
る
。

・
他
人
へ
の
譲
渡
な
ど
は
絶
対
に
し
な

、。‘
L
V
 

・
盗
難
や
紛
失
し
た
場
合
は
、
直
ち
に

警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

(
石
川
警
察
署
〉

い
な
ど
と
お
考
え
の
方
は
、
安
心
し

て
農
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
る
農
用

地
利
用
増
進
事
業
を
活
用
し
ま
せ
ん

カ
こ
の
制
度
は
、
農
地
法
の
手
続
き

が
い
り
ま
せ
ん
し
、
貸
し
て
も
約
束

の
期
限
が
く
れ
ば
確
実
に
返
し
て
も

ら
え
ま
す
。
ま
た
、
三
年
以
上
農
地

を
貸
し
た
場
合
奨
励
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
、
役
場
農
業
委
員
会
〈
密
五
七
i

三
一

O
一
内
線
四
一
ニ
〉
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。



ふたま倒， 111111111111111111 111111111111111 11 IIlItlllIIlIlIIlIIlIIlIllIlIlIlIlIlIlIlIIIIIIlIIlIlIIlIIlIIlIlIIlIlIlIlIIlIlIIlIlIlIIlIIl1I 11111111111111111111111111111111111 

し
た
こ
と
が
あ
り
退
職
・
老
齢
年

金
を
受
け
る
資
格
期
間
を
満
た
し

て
い
る
人
と
そ
の
配
偶
者

女
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
か
ら
退
職

を
事
由
に
年
金
を
受
け
て
い
る
人

の
配
偶
者

女
厚
生
年
金
及
び
共
済
組
合
か
ら
障

害
年
金
を
受
け
て
い
る
人

大
厚
生
年
金
及
び
共
済
組
合
等
か
ら

遺
族
年
金
や
思
給
を
受
け
て
い
る

人
以
上
、
第
一
号
被
保
険
者
に
該
当
す

る
人
は
、
印
鑑
と
加
入
者
本
人
が
以
前

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ

と
が
あ
る
場
合
は
年
金
手
娠
を
持
参
し

届

け

出

を

し

て

く

い

。

新
し
い
国
民
年
金
制
度
が
四
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
と
も
な

い
加
入
者
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
大
正

十
五
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
満

二
十
歳
以
上
の
方
で
、
被
用
者
年
金
制

度
(
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
〉
か
ら
退

職
年
金
及
び
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る

人
を
除
き
、
今
ま
で
任
意
加
入
し
な
か

っ
た
人
は
強
制
加
人
と
な
り
ま
す
。

こ
の
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
全
国
民
に
共
通
し
た
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
「
第
一
号
被
保
険
者
」
ま

た
は
「
第
一
ニ
号
被
保
険
者
」
に
該
当
す

る
一人
は
、
四
月
か
ら
加
入
受
付
を
役
場

住
民
課
窓
口
と
須
釜
支
所
窓
口
で
開
始

し
ま
す
の
で
加
入
届
け
出
を
し
て
く
だ

割問lIIhlllll.(5) 附1111111111削 111111111111111削

き
い
。
も
し
、
こ
の
届
け
出
を
怠
り
ま

す
と
将
来
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

第

険
者

大

会

社

等

に

厚

生

年

金

に

加

入
し
て
い
る
夫
〈
妻
)
に
扶
養
さ

れ
て
い
な
い
配
偶
者

女
公
務
員
や
団
体
職
員
で
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
夫
(
妻
)
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い
配
偶
者

※
前
記
と
も
夫
(
妻
〉
の
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
被
扶
養
者
で
な
い

配
偶
者
で
あ
る
こ
と

大
現
在
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
な
い
が
、
以
前
加
入

4
月
か
ら
新
'
い
保
険
証

・:忘

μ
ず
交
換
し
ま
し
ょ
う

今
、
み
な
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
保
険

証
(
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
及
び

退
職
被
保
険
者
証
〉
は

3
月
白
日
で
期

限
が
切
れ
、

4
月
か
ら
新
し
い
保
険
証

に
な
り
ま
す
。

更
新
事
務
は
下
記
の
日
程
で
行
い
ま

す
が
、
更
新
さ
れ
な
い
保
険
証
は

4
月

1
B
か
ら
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず

交
換
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
族
の
な

か
で
転
入
・
転
出
や
社
会
保
険
に
加
入

し
た
り
、
離
脱
し
た
場
合
は
、
役
場
の

窓
口
か
支
所
で
早
急
に
手
続
き
を
と
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

第
大

会

社

等

に

に

加

入
し
て
い
る
夫
ハ
妻
〉
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者

-
実
公
務
員
や
団
体
職
員
で
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
夫
〈
妻
)
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

※
い
ず
れ
も
夫
(
萎
〉
の
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い

る
配
偶
者
で
あ
る
こ
と

以
上
、
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
す

る
人
は
、
印
鑑
と
加
入
者
本
人
が
以
前

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ

と
が
あ
る
場
合
は
年
金
手
帳
を
持
参
し

夫
ハ
妻
〉
の
年
金
手
帳
ハ
厚
生
年
金
被
保

険
者
証
〉
と
健
康
保
険
被
保
険
者
証
で

第
三
号
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
確
認

を

受

け

て

届

け

て

く

だ

さ

い

。

保

険

料

な

る

か

第

一

号

被

保

険

つ

い

て

は

、

今

ま
で
の
国
民
年
金
と
同
じ
よ
う
に
、
男

女
・
年
齢
・
所
得
の
区
別
が
な
く
一
律

の
金
額
で
個
々
に
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
夫

(
妻
〉
の
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
私

ら
ま
と
め
て
国
民
年
金
制
度
に
拠
出
さ

れ
る
た
め
、
加
入
者
個
々
に
保
険
料
を

納
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
方
は
役
場
住
民
課
年
金

係
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

保険証の更新日程

屋
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公

崎

蒜生

小中高
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民
上同

ア
ル
セ

l
ヌ
H

ル
パ
ン
全
集
二
五
巻

モ
ー
リ
ス

1
ル
.
フ
ラ
ン
〆

気
が
つ
け
ば
騎
手
の
女
房吉
永
み
ち
子

人

類

み

な

兄

弟

笹

川

良

一

人
づ
き
あ
い
五
十
の
名
言三

国

一

朗

ア
ド
ル
フ
に
告
ぐ
全
四
巻手

塚

治

虫

芸
能
界
木
日
モ
反
省
ノ
色
ナ
シ

ダ

シ

池

田

実
用
園
芸
百
科
全
六
巻

科
学
万
博
も
の
が
た
り
全
三
巻

臨
時
特
急
「
京
都
号
」
殺
人
事
件

西
村
京
太
郎

あ

と

半

分

の

教

育

井

深

大

そ
の
他
多
数
取
り
揃
え
て
、
み
な

さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

isas--

4
m
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図
書
室
か
ら
借
り
て
い
っ
た
本

が
、
あ
な
た
の
部
屋
の
隅
の
方
に
ね

む
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

公
民
館
で
は
ま
だ
返
さ
れ
て
い
な

い
本
が
あ
っ
て
因
っ
て
い
ま
す
。
な

か
に
は
、
三
、
四
年
前
に
借
り
て
い

っ
て
返
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
よ

う
で
す
。

返
却
に
ど
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

v
m
w叩
図
言
自
由
Aa
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高
齢
者
教
室
修
了
グ
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話
に
な
っ

派
遣
社
会
教
育
主
事
と
し
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
て
、
早
い
も
の
で
一
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

O
派
社
と
な
る
不
安
よ
ぎ
れ
る
乙
字
橋

(
4
・
1

教
育
委
員
会
着
任
〉

O
今
ま
で
は
関
心
な
か
り
し
玉
川
も

派
社
と
な
り
せ
ば
全
て
知
り
た
し

(
4
・
5

挨
拶
ま
わ
り
〉

社
教
主
事
は
社
会
教
育
の
指
導
・
充

新
緑
の
五
月
か
ら
余
寒
の
二
月
ま
で

毎
月
一
回
合
計
十
回
の
講
座
に
、
泉
地

区
八
六
名
、
須
釜
地
区
七
五
名
の
受
講

生
を
得
て
盛
会
の
う
ち
に
開
講
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
均
年
齢
、
泉
七
二
歳
、
須
釜
六
九

歳
、
皆
勤
受
講
生
、
泉
ニ
七
名
、
須
釜

ニ
O
名
を
数
え
そ
の
熱
心
さ
に
頭
が
下

が
り
ま
し
た
。
平
均
出
席
率
も
、
泉
七

八
%
、
須
釜
六
八
%
と
高
率
で
あ
り
年

々
出
席
者
数
も
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま

す。
館
長
よ
り
修
了
証
を
い
た
だ
き
、
野

外
研
修
の
思
い
出
や
随
想
を
の
せ
た
文

}
の
一
年

落

克

実
・
強
化
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。O
我
も
ま
た
青
春
し
て
か
挑
戦
者

(
5
・
幻
青
年
教
室
開
講
〉

O
父
の
自
に
父
子
学
級
聞
か
る
る

(
6
-
m

川
辺
小
家
庭
教
育
学
級
開

講〉

O
草
い
き
れ
宮
前
古
墳
苔
む
し
て

ハ
6
・
n
県
中
派
社
文
化
財
探
訪
〉

主
事

ぷh、
ロ

集
も
配
布
さ
れ
、
学
び
の
想
い
出
に
ふ

け
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

村
の
六
五
歳
以
上
の
人
口
は
、
五

O

年
に
は
六
八

O
人
だ
っ
た
も
の
が
、
五

九
年
に
は
八
六
六
人
と
人
口
対
比
で
九

%
台
か
ら
一
一
%
台
に
も
伸
び
て
お
り

ま
す
。高
齢
化
社
会
の
進
行
と
対
応
の
た
め

学
習
活
動
の
奨
励
、
援
助
の
た
め
、
社

会
参
加
の
促
進
の
た
め
、
高
齢
期
の
生

き
方
を
学
ぶ
た
め
、
高
齢
者
の
教
育
は

ま
す
ま
す
重
要
な
位
置
を
占
め
つ
つ
あ

る
よ
う
で
す
。
教
室
生
の
皆
さ
ん
、
ま

た
、
新
年
度
お
会
い
じ
ま
し
ょ
う
。

O
陽
炎
の
燃
え
立
つ
月
面
沼
平

(
7
・
幻
村
民
安
達
太
良
登
山
V

O
少
年
の
ふ
る
さ
と
お
こ
し
竹
細
工

(
8
・7

ふ
る
さ
と
運
動
ほ
う
き
作

り〉

O
少
女
ら
の
花
の
す
げ
笠
緋
の
た
す
き

念
仏
踊
り
で
新
盆
迎
う

(
8
-
m

南
須
釜
東
福
寺
〉

O
ジ
ル
バ
な
ど
ど
う
に
か
踊
っ
て
見
せ

て
や
り

〈
m・
4

婦
人
学
級
ダ

γ
ス
入
門
〉

O
さ
か
な
道
今
に
も
残
る
石
だ
た
み

〈
叩
・
ロ
四
辻
よ
り
探
訪
〉

O
文
化
祭
看
板
屋
に
も
な
っ
て
み
る

盛
り
上
っ
た
三
者
の
集
い

婦
人
ら
が
活
発
な
意
見
交
換

感
銘
を
受
け
た
よ
う
で
し
た
。

午
後
は
、
三
分
科
会
に
分
か
れ
、
テ

ー
マ
に
添
っ
た
討
論
が
な
さ
れ
、
そ
れ

ら
を
全
体
会
の
中
で
発
表
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
に
も
関
わ
る
テ
1
マ
だ
け
に
、
熱

の
こ
も
っ
た
集
い
と
な
り
、
出
席
者
の

方
々
か
ら
「
会
の
目
的
を
達
す
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
よ
ろ
こ
び
の
声
が
出
る

な
ど
、
盛
り
上
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し

今
年
で
九
回
目
を
迎
え
た
三
者
の
集

い
が
、
二
月
二
十
三
日
村
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
!
マ
は
「
良
い
子
を
育
て

る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
か
」
。
午
前
中
は
、

県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
幹
の
金

田
浩
一
先
生
か
ら
、
「
良
い
子
は
地
域

と
の
連
帯
の
中
か
ら
生
れ
る
」
と
題
し

た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

良
い
子
と
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
強

の
三
つ
の
顔
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る

子
で
あ
り
、
子
ど
も
を
大
人
の
感
覚
、

み
て
は
ダ
メ
。
偏
差
値
戦
争
の
中
で
三

つ
の
間
〈
時
間
・
空
間
・
人
間
)
を
な

く
さ
な
い
こ
と
。
そ
し
て
充
実
し
た
楽

し
い
家
庭
づ
く
り
の
必
要
性
な
ど
を
例

を
引
き
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
い
じ
め
や
非
行
な
ど
が
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、
洗

生
の
話
に
う
な
づ
く
人
も
多
く
、
深
い

ハロ・

3

総
合
文
化
展
)

O
大
人
へ
の
誓
い
を
た
て
る
儀
式
ゆ
え

我
も
ピ
ン
ク
の
ネ
ク
タ
イ
で
祝
う

(
1
・
日
成
人
式
)

O
若
人
と
ス
キ
!
の
楽
し
さ
共
有
し

(
1
・
ぬ
ス
キ
l
教
室
磐
梯
国
際
)

O
覚
え
た
ば
か
り
の
恋
歌
ひ
と
つ
歌
う

生
徒
と
と
も
に
あ
り
e

ハ
1
・
詑
高
齢
者
学
級
演
歌
入
門
》

O
須
釜
へ
の
五
キ
ロ
の
道
も
通
い
慎
れ

些
事
の
重
ね
を
為
さ
ん
と
思
う

(
1
・
ぉ
東
部
地
区
婦
人
の
集
い
〉

O
玉
音
協
先
輩
と
の
交
流
楽
し
け
れ
村

長
も
ま
た
顔
の
若
や
ぐ

(
2
-
m

村
青
年
団
O
B
と
懇
話
会
)

O
春
き
ざ
し
老
若
男
女
一
堂
に
集
ま
り

来
た
り
学
ぶ
子
育
て

〈
2
・
お
三
者
の
集
い
〉

み
な
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
、
事
業
を
通

じ
て
共
に
み
が
き
、
長
生
き
時
代
に
対

応
し
た
豊
か
な
社
会
教
育
実
現
の
た
め

徴
力
を
尽
く
し
た
い
。

四
季
折
々
の
風
に
の
せ
て
、
飾
ら
な

い
こ
と
ば
と
実
践
を
通
し
て
、
か
く
せ

な
い
こ
こ
ろ
の
種
を
蒔
き
つ
づ
け
た
い

と
切
に
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。
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毒患

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は

村
民
を
紹
介
す
る
た

め
に
設
け
ま
し
た
。
「
こ

ん
な
人
が
い
ま
す
」
と
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

0111111111111111 (7) 1111111111川州

仲
間
づ
く
り
と
地
域
の
活
性
化
に

全

力

投

球

竜
崎
の

小林伸ーさん(竜崎)

先
月
の
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第

十
二
回
石
川
地
方
農
業
改
良
推
進
大
会

で
、
「
村
に
お
け
る
推
進
活
動
」
の
事

例
発
表
を
行
っ
た
小
林
伸

一
さ
ん
〈
竜

崎
)
に
今
月
は
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。小
林
さ
ん
は
、
推
進
員
と
し
て
五
年

の
経
験
を
か
わ
れ
、
昨
年
四
月
の
役
員

選
出
の
際
、
お
さ
れ
て
会
長
の
席
に
。

人
の
上
に
立
っ
て
ま
と
め
て
ゆ
く
む

ず
か
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
そ
う
で
、

協
力
体
制
の
大
切
さ
を
強
調
。

若
い
労
働
力
が
農
繁
期
に
だ
け
し
か

し
み
内
ノ
⑬ 

F付お

J.J 属余
~の

泊幼水
女
稚
子
園大

滋EZ
比一一
古

お
母
さ
ん
の
昧

幼
稚
園
で
お
弁
当
の
時
間
に
な
り

ま
し
た
。
み
ん
な
な
か
よ
く
弁
当
を

開
き
ま
し
た
。
と
な
り
同
士
の
子
の

中
身
が
同
じ
で
す
。
お
も
し
ろ
が
っ

て
比
一べ
て
み
る
と
、
ひ
と
つ
も
違
っ

た
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ど
も
が
無
邪
気
に
先
生
に
報
告
し

ま
す
。「
ポ
グ
の
お
べ
ん
と
う
キ
ク
ち
ゃ
ん

の
と
ぜ
ん
ぶ
お
な
じ
ッ
」

先
負
は
し
か
た
な
く
、

「
そ
れ
は
よ
か
っ
た
わ
ネ
」

‘、・1・」a' 

林

さ
ん

伸

集
ら
な
い
現
在
の
農
業
を
残
念
に
思

う
反
面
、
こ
の
様
な
時
だ
か
ら
こ

そ
、
横
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
仲
間

づ
く
り
を
進
め
、
航
空
防
除
の
実
施

や
先
進
地
視
察
、
土
づ
く
り
の
講
習

会
な
ど
の
事
業
を
通
し
て
、
後
継
者

の
育
成
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
活
性

化
を
図
り
た
い
と
意
欲
的
で
す
。

夢
は
経
営
規
模
の
拡
大
で
、
将
来

は
果
樹
裁
培
を
中
心
と
し
た
農
業
経

営
に
取
り
組
み
た
い
と
、
目
下
、
そ

の
研
究
と
準
備
に
東
奔
西
走
し
て
い

る
若
き
リ
ー
ダ
ー
の
一
入
で
す
。

と
笑
っ
て
こ
た
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
が

偶
然
の
一
致
な
ん
か
で
は
な
い
こ
と
は

よ
く
ご
存
じ
で
す
。

弁
当
屋
さ
ん
で
詰
め
て
も
ら
っ
て
き

た
の
で
す
。
さ
す
が
に
お
広
の
容
器
で

は
気
が
ひ
け
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
ど
も

の
弁
当
箱
を
も
っ
て
い
っ
て
、
そ
れ
に

入
れ
て
も
ら
い
ま
す
。
い
か
に
も
う
ち

で
作
っ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
こ
.
と
も
に

も
た
せ
ま
す
。

幼
稚
園
で
い
れ
も
の
は
違
っ
て
も
中

が
同
じ
と
い
う
弁
当
が
ふ
え
た
の
は
こ

こ
数
年
の
こ
と
で
す
。
先
生
た
ち
は
因

っ
た
手
抜
き
だ
と
思
い
な
が
ら
も
な
か

な
か
、
お
母
さ
ん
に
注
意
し
か
ね
て
い

ま
す
。それ
と
い
う
の
も
、

い
ま
は
園
児
が

進
級
、
卒
業
、
友
達
と
の
別
れ
:
・
。

少
年
た
ち
に
と
っ
て
、
早
春
の
三
月

は
、
希
望
の
季
節
の
到
来
で
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
心
は
期
待
と
不
安
に
揺
れ

動
い
て
い
ま
す
。

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
少
年
、
少

女
の
家
出
が
多
く
な
り
、
そ
し
て
そ
れ

が
非
行
へ
と
つ
な
が
る
ケ
l
ス
が
増
え

て
い
る
の
で
す
。

家
庭
で
の
心
配
り
で

少
年
た
ち
の
未
来
を
暗
く
閉
ざ
さ
な

い
た
め
に
、
ぜ
ひ
家
庭
で
次
の
よ
う
込

心
く
ば
り
を
お
忘
れ
な
く
ノ

-
子
供
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
つ

足
り
な
い
で
ど
こ
の
幼
稚
園
も
困
っ
宍
.

い
る
か
ら
で
す
。
お
母
さ
ん
の
ご
き
ぜ

ん
を
損
じ
て
こ
ど
も
を
よ
そ
へ
移
さ
れ

た
ら
.
と
う
し
よ
う
、
と
心
配
し
て
、
言
う

べ
き
こ
と
も
遠
慮
し
て
い
る
の
で
す
。

お
母
さ
ん
の
方
で
は
そ
り
足
も
と
を

見
て
、
幼
稚
園
に
給
食
を
し
て
く
れ
と

注
文
を
つ
け
ま
す
。
そ
れ
で
給
食
を
始

め
た
と
こ
ろ
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。

ど
う
も
お
母
さ
ん
方
は
、
お
弁
当
づ

く
り
が
お
き
ら
い
の
よ
う
で
す
。
手
聞

が
か
か
っ
て
面
倒
、
ほ
か
の
子
の
弁
当

と
比
べ
て
見
劣
り
し
た
ら
い
や
、
な
ど

理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
も
、
と
に
か
く
作

り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
お
母
さ
ん

が
多
い
よ
う
で
す
。

い
て
、
い
つ
で
も
気
楽
に
話
し
あ
え
る

親
子
関
係
を
。

-
現
実
か
ら
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、
耐

え
て
が
ん
ば
る
勇
気
が
大
切
な
こ
と
を

教
え
る
。

-
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
の
持
ち
物
や
言
葉

づ
か
い
、
態
度
な
ど
に
注
意
を
は
ら
う
。

・
子
供
の
外
出
先
を
常
に
確
か
め
、
帰

宅
時
間
を
守
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
。

子
供
の
友
人
関
係
を
よ
く
知
っ
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
、
親
同
士
で
と
き
ど
き

連
絡
を
と
り
あ
う
。

-
子
供
が
進
学
や
就
職
試
験
に
失
敗
し

て
も
、
思
い
や
り
の
あ
る
態
度
で
接
し

挫
折
感
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
を
。

母
と
子
の
つ
な
が
り
は
ま
ず
、
授

乳
で
す
が
、
す
こ
し
大
き
く
な
っ
た

ら
、
お
母
さ
ん
の
手
作
り
の
家
庭
料

理
が
も
の
い
わ
ぬ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
網
に
な
り
ま
す
。
大
人
に
な

っ
て
か
ら
も
、

H

お
ふ
く
ろ
の
味
H

を
な
つ
か
し
が
る
の
は
そ
の
た
め
。

い
ま
の
子
に
H

お
ふ
く
ろ
の
味
H

は

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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明
る
い
選
挙
を
呼
び

か
け
る
標
語
@
コ
ピ
!

作

品

の

募

集

県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
今
年
行

わ
れ
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
対
し

て
、
明
る
い
選
挙
・
投
票
総
参
加
を
呼

び
か
け
る
標
語
及
び
斬
新
な
コ
ピ
!

(
広
告
の
文
案
〉
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

記

募
集
期
間
昭
和
六
十
一
年
匝
月
{
日
J
四
月

一ニ

O
自
〈
当
日
消
印
有
効
〉

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

1，543戸〈十1)

7，520人(-1) 

3，714人〈ー2)

3，806人〈十 1)

村のようす
(61年2月1日現在〉

4盟国盟h

回J

tl 
2 
3 

提

出

先
苧
附
福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

応
募
上
の
注
意

的
官
製
ハ
ガ
キ
で
一
人
何
枚
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

ωハ
ガ
キ
一
枚
に
は
五
点
ま
で
。

紛
応
募
し
た
作
品
は
お
返
し
し
ま

せ
ん
。
入
選
作
品
は
、
選
挙
の

た
め
で
あ
れ
ば
自
由
に
使
用
で

き
る
も
の
。

料
ハ
ガ
キ
に
は
、
住
所
・
氏
名

〈
ふ
り
が
な
〉
・
生
年
月
日
を

忘
れ
ず
に
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

愛
車
の
住
所
愛
更

自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日
現
在

で
陸
運
事
務
所
に
登
録
し
て
あ
る
所
有

者
に
対

L
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
所
有
し
て
い
た
自
動
車

を
譲
っ
た
り
、
廃
車
し
た
と
き
に
は
陸

運
事
務
所
に
移
転
登
録
や
抹
消
登
録
を

し
な
い
で
い
る
と
、
元
の
所
有
者
が
課

税
の
対
象
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
忘
れ

ず
に
一
一
一
月
中
に
移
転
、
抹
消
登
録
を
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
詳
し
く
は
郡
山
県
税
事
務
所

〈密

O
二
四
九
i
二
一
一
了
六
一
六
一
〉

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

M
日
ハ
金
〉
乳
幼
児
健
診

母
子
セ
ン
タ
ー
午

後
1
時
初
分

日
日
(
火
〉
妊
婦
健
診

〈
東
部
〉
母
子
セ
ン
タ

ー

午

後

1
時
初
分

M
日
(
月
〉
一
歳
児
健
診

午
後
1
時

鈎

分

就

改
セ
ン
タ
ー

お
日
(
火
〉
一
歳
児
健
診

午
後
1
時

ω分
須

釜
公
民
館

自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
た
だ
今
、
陸
・
海
・
空

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

若
い
あ
な
た
の
入
隊
を
待
っ
て
い
ま

す。身
分
/
特
別
職
国
家
公
務
員

応
募
資
格
/
十
八
歳
以
上
、
二
十
五
歳

未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す

る
男
子

初
任
給
/
一

O
七
、
四

O
O円
、
十

か
丹
後
一
一
六
、
九

0
0

円
と
な
り
、
そ
の
後
は
年

一
回
昇
給
。
衣
食
、
住
は

無
料
・
支
給
さ
れ
ま
す
。

賞
与
/
年
三
回
、
約
四
・
九
か
月

分
、
そ
の
他
寒
冷
地
手
当

な
ど
諸
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
役
場
総
務

2 

怖いのは

r消したつもり」と

r消えたはずJ

課
又
は
、
自
衛
隊
郡
山
募
集
事
務
f

所

(
電
話

O
二
回
九
i
一一一一一

l
一
四
二
四
〉

へ
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動
資

金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

記

・
小
高
の
須
藤
重
次
郎
さ
ん
か
ら

三

万

円

・
小
高
の
車
田
幹
夫
さ
ん
か
ら
一

万

円

・
北
須
釜
の
佐
久
間
安
歳
さ
ん
か
ら

五

万

円

〈
社
会
福
祉
協
議
会
〉

あ
な
た
の
親
し
い
方
に

広
報
紙
を
送
り
ま
せ
ん
か

広
報
た
ま
か
わ
の
村
外
発
送
を
始
め

て
か
ら
今
年
で
三
年
自
。
毎
月
五
十
名

以
上
の
方
た
ち
に
、
村
の
よ
う
す
や
近

況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

たばこの不始末が

出火原因の第1位を

占めているのをご存

知で、すか。

たばこが火災に結び

っくのは「投げ捨てJ

「務下J i消し忘れJ

の3つで、たばこによ

る火災の85，%にもなっ

ているのですo

JII 地
釜甫象 岩寺法 " 川辺 地区" " お お高 辺!K

岩粋根吉 死者名亡氏

く

大大竹美子絵大矢生児氏名出 め谷田本国 や 木竹部

光紀新膳吉キミ 三分) 月届出 み

悦克沙 とごで

子 弥織 分〉月届出 た
1 78 55 87 年齢

一良勝正書保
浩伸善寿

光一勇光名帯世主 符、度重恵

今
年
も
ま
た
、
村
外
発
送
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

三
月
下
旬
ま
で
に
、
送
付
先
の
住
所
と

氏
名
、
代
金
千
円
(
広
報
祇
四
月
号
か

ら
一
年
分
〉
を
添
え
て
役
場
企
画
課
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。




